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トライエングルエヒメ デモデイにおいて成果発表と展示デモを実施 

～手軽に楽しく健康に！ 脳の健康を支える仕組みづくり～ 

 

 

BHQ 株式会社(埼玉県さいたま市、代表取締役:川森 雅仁)は、トライエングルエヒメ デモデイにおい

て成果発表と展示デモを実施しました。（2024 年度にトライエングルエヒメの新規プロジェクトとして採択

されました。） 

BHQ 株式会社は、少子高齢化が進む中で高齢者の健康寿命を延ばし、医療費削減と就労寿命

の向上を目指して活動しています。特に健康寿命が全国平均を下回る愛媛県で、脳の健康（BHQ）

を測定する機会を提供し、地域住民の健康行動を促進する取り組みを展開しています。本プロジェクト

では、松前町と久万高原町を実装パートナーとし、測定会や脳に良い行動の提案、地元企業との商品

開発などを実施しました。 

 

【成果と取り組み内容】 

■BHQ測定会の実施 

パナソニック製の推定 BHQ 装置を用いて約 900 人の脳の健康状態を測定しました。これは当初目

標の 600 人を大きく上回る成果です。測定は「喜・怒・哀・驚」の表情変化から BHQ スコアや脳年齢を

推定する仕組みで、多くの住民が参加しました。（図１） 

松前町：フレイルチェック（約 280 人）、スポーツクラブ（約 300 人）、産業まつり（約 170 人） 

久万高原町：住民健診（約 50 人）、認知症セミナー（約 100 人） 

 
図１：測定会の様子 



 

■「BHQ Actions」の提案 

脳専門家が考案した 18 の行動指針「BHQ Actions」を基に、地域特有の具体例を紹介しました。

例えば、松前町では栄養価の高い食品が購入できる産直市や自然環境で運動できるスポットが挙げら

れました。これにより、住民が日常生活で気軽に脳に良い行動を取り入れられるよう支援しました。（図

２・図３） 

 
図２：松前町版 BHQ Actions 

 

 
図３：久万高原町版 BHQ Actions 

 

 

  



 

■「愛媛 BHQ弁当」の開発 

株式会社エフエム愛媛と連携し、脳に良い栄養素を含む弁当を開発しました。この弁当には愛媛県

産の真鯛やサトイモなどが使用され、脳の健康に役立つトリプトファンや n-3 系多価不飽和脂肪酸が含

まれています。今後、県内直売所やスーパーで販売予定です。（図４） 

 
図４：BHQ 弁当 

 

■オンライン計測アプリ「クイック BHQ ドック」 

スマートフォンやタブレットで手軽に BHQ を計測できるアプリを展開しました。このアプリでは表情変化か

ら推定 BHQ スコアが算出され、個々の脳年齢や改善提案が表示されます。企業向け福利厚生として

も提供予定です。（図５） 

 
図５：クイック BHQ ドック 



 

【今後の展望】 

プロジェクト勉強会を通じて内子町や伊予市など他自治体とも連携し、新たな「愛媛 BHQ 弁当」の

開発や販売拡大を計画しています。また、愛媛県で培ったノウハウを他県にも展開し、地域活性化につ

なげていく予定です。 

 

【展示デモ】 

成果発表の後に行われた展示デモでは、「クイック BHQ ドック」を多くの方に体験いただきました。体験

された方は、顔の表情の変化から脳年齢が推定できることに非常に驚かれており、ある大学の先生からは

ぜひ生徒に体験してほしいとおっしゃっていました。（写真１） 

 
写真１：クイック BHQ ドック体験風景 

 
＜お問い合わせ先＞ 

BHQ 株式会社 

E-mail：bhq@bi-lab.org 

 

【関連情報】  

◇トライアングルエヒメとは 

2022 年に愛媛県でスタートした、デジタル・ソリューションと関連技術を愛媛県内事業者・自治体等に実装し、地域課

題の解決にチャレンジすることを目的としたデジタル実装加速化プロジェクトです。 

 

◇BHQ株式会社(https://www.bhq.co.jp/) 

脳の健康管理指標である BHQ を誰もが簡単に使えるためのプラットフォームを提供すると共に、BHQ Actions に基づ

いて、様々なライフスタイルによって楽しみながら脳の健康維持増進ができることを目指しています。 


